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令和７年第３回 高千穂町議会定例会 

一般質問通告内容集約書 
高千穂町議会事務局 

【 8 名 17 件 】 

質問日 件数 質問者 件名 頁 

10月 21日

（火） 

10:00～ 

 

 

3

件 
田中 義了  議員 

1. 九州中央道・トンネル工事に係る問題点及びその対

策について 

2. 公害等に係る資料展示等を町の施設に設置すること

について 

3. 市街地の空き家を利用した茶屋的な休憩所の設置に

ついて 

1 

2

件 

 

工藤 博志  議員 

 

1. 町議会議員選挙を振り返って 

2. 町政方針について 
3 

2

件 
市野 辰廣  議員 

1. 高千穂中学校移転について 

2. 保育料の無償化について 
5 

1

件 
板倉 哲男  議員 1. 高千穂中学校移転新築について 7 

3 

件 
佐藤 さつき 議員 

1. 乗り合いタクシーの検討について 

2. 高千穂中学校の危険防止対策について 

3. 国見ケ丘の景観改善について 

10 

1

件 
中島 早苗  議員 1. 18歳までの医療費の無償化について 12 

 

10月 22日

（水） 

10:00～ 

1

件 
磯貝 助夫 議員 1. 異常気象による本町への影響について 13 

4

件 
佐藤 春男 議員 

1. 高千穂町ふるさと納税返礼品について 

2. 高千穂町が強力に推進している各種健康診断 

について 

3. 高千穂町の経常収支比率について 

4. 町内、小中学校におけるいじめやハラスメント 

について 

14 
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順 質 問 者 件 名 質問相手 

 
1 
 

田中 義了 

議員 
1.九州中央道・トンネル工事に係る問題点及びその対策について 

 

町長 

 

質 問 の 要 旨 

（１）トンネル工事による玉垂の滝の湧水に濁り水が発生した場合の対策は。 

 （２）トンネル工事による出水事故に化学剤が使用されたときの玉垂の滝の湧水に係る

水質検査、基準値を超える危険物が含まれる場合の危機管理対策は。 

（３）トンネル工事により、玉垂の滝の湧水量が急減した場合、上水道の水源はどうなる

のか。 

（４）三田井市街地の地下水は祖母山系の固い花崗岩の上を流れていると思われる。国道

218号線の高千穂トンネル工事では大きな出水事故があったという。同トンネルは神

代川の東側にあり、玉垂の滝の湧水に無関係だったという。 

トンネル工事は病院駐車場の北側の三叉路付近の地中で行われるが、その付近に

は水神様が２ケ所祀られている。 

福祉ゾーンを開削工事されるのではと想定されるが、延岡河川国道事務所からの

同トンネル工事に係る地質調査等が 9 月から１２月まで行われるとの回覧板が回っ

たが、高千穂中学校建設に関わるアンケート調査はいつ実施するのか。 

 

 

 

 

 

順 質 問 者 件 名 質問相手 

 
1 
 

田中 義了 

議員 
2.公害等に係る資料展示等を町の施設に設置することについて 

 

町長 

 

質 問 の 要 旨 

（１）2000 年に刊行された宮崎県史には土呂久公害についての記述が一行もなかったが、

その後の宮崎県の対応は。 

（２）同公害に係る認定患者総人数は。 

（３）高千穂町には複数の鉱山があったがその歴史や記録を遺すのが私たちの仕事ではな

いか。町長の個人としての見解を聞きたい。 

(４) 宮崎大学には 2020 年 7 月土呂久民俗歴資料館が開館。2025 年 8 月宮崎県庁で土呂

久公害の歴史等パネル展が行われた。これらの事から現地高千穂町も具体的な行動

を起こすべきではないか。町長の考えを伺います。 
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順 質 問 者 件 名 質問相手 

 
1 
 

田中 義了 

議員 
3.市街地の空き家を利用した茶屋的な休憩所の設置について 

 

町長 

 

質 問 の 要 旨 

  来町者から飲食店や立ち寄る店が少ないと告げられることが多く、町として公の施設

を設けることはないか。 
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順 質 問 者 件 名 質問相手 

 
2 
 

工藤 博志 

議員 
1.高千穂町議会議員選挙を振り返って 

 

町長 

 

質 問 の 要 旨 

１ 令和３年町議会議員選挙から公営選挙となりました。メリットは①選挙運動費用が 

一部公費負担となることからお金のかからない選挙制度の実現、②候補者の負担軽減や立

候補の機会均等などであります。デメリットは①供託金が発生し供託金没収点に達しない

場合は公費負担が受けられないし供託金も没収されます。今回の選挙結果は集計中だろう

と考えます。 

令和３年高千穂町議会議員選挙は公営選挙制度に基づいて実施されておりますのでそ

の結果についてお伺いします。 

問① 公費負担の総額をお知らせ下さい。  

問② 個人負担の最高額をお知らせ下さい。 

問③ 個人負担の最低額をお知らせ下さい。 

 

２ ４年前の選挙後にポスターの掲示場所の縮小について質問をしております。 

「車社会となって立ち止まってゆっくりとポスター掲示板を見ている人影は少ない、 

ネットやＳＮＳ・スマホ社会となったので掲示場所の数を見直しては」と提言しましたが 

その間町長選挙・県知事選挙・国政選挙などありましたが、まったく変わっていません。 

検討はされたか伺います。 

 

３ ポスターの掲示場所を縮小することで看板設置の委託料やポスター印刷代の削減 

につながり、結果公費負担の縮小になりますがどのように考えますか。 

 

４ 「掲示場所を詳細に示すため個人情報の固有名詞は削除しては」と提言しておりますが

その時は「検討します」でした。６番・１２番・１５番・２１番・７６番・９１番は固有

名詞があります。検討されたかどうか伺います。 

 

５ 町道の草刈は自分達で使う道路は自分達で美しくして利用するという道路愛護のもと

管理されておりますが、選挙カーなどの特別な車両は拡声器が設置されているため、道路

脇に寄れない状況が多々あります。 

  高さ制限は通常３．８メートルです。これより低い位置に小枝や草の茂っているところ

が見受けられました。 

日頃から自分達で出来ないところは、伝えてもらえれば町の方でするということでした

がそういう相談はありますか。ＰＲはされていますか。 
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順 質 問 者 件 名 質問相手 

 
2 
 

工藤 博志 

議員 
2.町政方針について 

 

町長 

 

質 問 の 要 旨 

 国内においては、先の参議院選挙後、経済対策・消費税の減額や廃止・ガソリン税の暫定

税率の廃止など議論に事欠かない様相です。 

さらに首相の退陣などめまぐるしく動いています。各自治体においても国の動きを注視し

ながらそれぞれの自治体で創意・工夫して一歩ずつ確実に前に進まなければなりません。 

高千穂鉄橋の文化遺産登録をはじめ、中学校新築移転・道の駅再開発構想・超高齢化社会

への対応など課題は山積しております。１２月には新年度予算計画策定、１月には町長査定

と続きます。本町のトップリーダーとして町民をどのようにリードしていかれるのか、その

意気込みを伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  令和 7 年第 3 回定例会 一般質問通告内容集約書 

5 

 

順 質 問 者 件 名 質問相手 

 
3 
 

市野 辰廣 

議員 
1.高千穂中学校移転について 

 

町長 

・ 

教育長 
質 問 の 要 旨 

 中学校移転については、危機地域に現在ありますので、移転は緊急のものだと思いますが、 

去年の暮れから今年の３月までに各地域での説明会等がありましたが、経過報告がまだ 

されていないのは、最後の説明会より半年です。 

緊急性があるものであれば、間を置かず、町民に報告するのが得策ではないでしょうか。 

このままの状態が仮に続いて、南海トラフ地震等の発生により校舎等被害等無くとも、グ

ランドが使えなくなる可能性はあるのでは、物事が起きてから早くすればよかった、と反省

するよりも資金の少ない方策で早く完成できる場所を、選択していただくことを望みます。 

私も一建設業に携わり、また、温泉館の建築にも関わり持たせてもらいました。 

高千穂には、岩戸の湯と旧高千穂の湯がありますが、旧高千穂の湯については保養施設兼

リハビリ施設と残し、解体費用が４億等提示がありますが、４億かけて壊すなら、２億かけ

ても温泉を掘削するほうが、得策ではないでしょうか。 

温泉水の効果は皆様もご存じのように療養には、効果が良いとされています。 

今後の後期高齢者は高千穂も、他の地域と比べても引けは取らない多さと思います。  

後期高齢者、若者等の利用の促進により、病気等の低減が図れれば医療費低減にもつながり

町財政にも軽減策になりはしないでしょうか。 

物を無くすことは簡単です。現状にある使えるものを無くし利用も考えなく壊して、新た

に何十億もの資金投入することが、将来的に良いことでしょうか。 

人口減少、医療費削減等のこれからの課題には、将来の子供たちに負担のない生活を送り

届けるのが、今私たちのできる努力ではないでしょうか。 

 高千穂高校の一部に併設することは、期間も短期で完成を見込めますし、総工費も造成費

用等を考えれば、かなりの予算削減になりうるのではないでしょうか。また、温泉館、町立

病院等の敷地は、建設当時は、シンワプラトー構想として医療福祉ゾーンでの開発だったと

思います。その中に病院、温泉館保養施設、老人ホーム等を集約する敷地だったと思います。 

 私も先ほど言ったように、建設業に、高千穂に帰り４５年生活してまいりました。   だ

から色んな噂話等も聞きました。老人ホームときわ園は、当初シンワプラトーの中、今の町

立病院の職員駐車場にだったと思います。計画が変更になり田原地区に移動しましたが、私

の聞いた話ではシンワプラトーの建設地は、地盤が軟弱なため地盤改良に資金がかかること

で変更になったと聞いています。ましてやそんな場所に学校の建設をと考えるとはいかがな

ものでしょうか。     

未だ地質調査もなく、総額の金額も決定もない中、場所を選定することは、町財政の破綻

をきたすのではないでしょうか。       
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順 質 問 者 件 名 質問相手 

 
3 
 

市野 辰廣 

議員 
2.保育料の無償化について 

 

町長 

 

質 問 の 要 旨 

私が所属しています、NPO一滴の会では、本町よりご支援を頂き、企画観光課のご指導の

もと、移住定住の支援サポート活動に努力しています。そのような中、高千穂町の保育園は

福祉保険課の管轄であると思いますが、現在五ヶ瀬町および日之影町では、保育料が無償と

聞きます。高千穂町では無償か一部補填は考えられないのでしょうか。若い子育て家庭では、

一部他町への流出が聞かれます。   

私たち一滴の会が町からの助成金で移住定住を頑張っても、役場内の違う課で何の手立て

なしでは、流出を止められず、人口減抑制にはならないのではないでしょうか。 

人口減少を止めることは、今の世の中を見渡しても、これという方策も見い出せないのが

現状かと思います、ただ庁舎内の各課どうしの意思疎通があれば、このような真逆のような

考えは起きないのではと思いますが、いかがでしょうか。        

また、他町では、戸建て町営住宅を１０年後には住居者に払い下げができると聞きます。

新築住宅棟は１０年後には補修工事等がかなり出てまいります。本町も各地域に戸建て住宅

を持っておられますが、耐用年数が過ぎた物件は、払い下げ等によって管理費等が低減でき

るのではないでしょうか。運用する資金がなければ、先ほど言ったような対策を取り、資金

調達を考えられてはいかがでしょうか。 

 現在の高千穂町は、若者が住みにくい地域になりつつあるような気がしてなりません。 

このようなご時世に、若者を定住し子育てしやすい環境づくりは、行政が大胆な方向性を提

示しなければ進まないと思いますが、いかがでしょうか。    
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順 質 問 者 件 名 質問相手 

 
4 
 

板倉 哲男 

議員 
1.高千穂中学校移転新築について 

 

町長 

・ 

教育長 
質 問 の 要 旨 

 高千穂中学校の移転についての中間報告会が、３月末から４月初頭にかけて５回、保護者

向けとして９月に３回開催されました。 

 

毎回、参加者からは様々な意見が出されましたが、共通した意見もありました。「早く移転

を実現してほしい」「移転までの間の安全確保に努めてほしい」「現在の中学校の不具合につ

いて、改善してほしい」「温泉跡地の案は財政的な負担が大きいのでは」といった意見です。 

 

こうした意見に対する町長、および教育長の考えを伺います。 

 

 

（１）移転場所の再検討について 

高千穂中学校の移転先については、令和５年 10 月から移転新築検討委員会において検討さ

れ、令和６年２月に、移転先として高千穂の湯跡地が最もふさわしいと答申が出されました。 

 

その際、移転新築検討委員会に提示された情報は、候補地の立地環境、通学環境、造成費用

などに限られ、候補地ごとの総事業費については示されることはありませんでした。 

 

しかし、答申が出された後の追加調査により、各候補地および町独自の調査で高千穂高校第

二グラウンドに移転新築した際の概算の総事業費が算出され、この情報は令和７年３月以降

の中間報告会などで、はじめて開示されました。総事業費を見ると、候補地によりかなり差

があり、10億円以上の差も見受けられます。 

 

また、高千穂小学校隣接地について、令和５年 10 月の移転新築検討委員会では５年かかる

としていた遺跡調査が、令和７年３月以降の中間報告会では、敷地の取り方により１年で終

わるという新たな情報についても説明がありました。 

 

このように、移転新築検討委員会の答申後に、新たに得られた情報が多くあります。本町の

一大事業である中学校の移転新築は、慎重に慎重を期す必要があります。移転場所について、

再度、慎重に検討する必要があると考えます。 

 

（２）新築する中学校の学級数について 

新築する中学校の学級数は９クラスを想定しているとのことです。 

また、生徒数の減少により、令和 16年度以降は６クラスになることが予想されていますが、

空いた教室は交流や小グループ学習に活用することを検討しており無駄にならない、とのこ

とです。 

 

 

                  〈次頁に続く〉 
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しかし、仮に令和 12 年度に新築が完成し、令和 13 年度から新しい中学校に移転したとし

て、９クラスが必要となるのは３年間しかありません。３年間のために、９クラスで新築す

るのは、過剰な投資との見方もできるのではないでしょうか。 

 

そこで、新築する中学校は６クラスで建設し、令和 16年度までの不足する教室については、

別の形で補ってはどうかと思います。 

 

別の形とは、例えば、高千穂高校の空き教室の活用や、プレハブ校舎の建設、あるいは、現

在の高千穂中学校の引き続きの活用などです。 

 

（３）移転するまでの間の安全対策 

現高千穂中学校の移転が検討されているのは、現在の敷地が、急傾斜地警戒区域に指定され

ているからです。 

そのため、１年でもはやく移転をしてほしいとの声は、多くの方から聞かれます。 

同時に、移転するまでの間の安全対策を希望する声も多く聞かれます。 

 

中学校の急傾斜地警戒区域について、より正確に言えば、中学校の敷地の全てが急傾斜地警

戒区域に指定されているわけではなく、実際には、南校舎の一部と体育館の一部、プールの

一部が指定されています。 

 

このうち、日中の滞在時間が長い南校舎について、移転するまでの間の安全対策として、中

学校敷地内の急傾斜地警戒区域になっていない場所に、プレハブ校舎を建設してはいかがで

しょうか。 

 

（４）現高千穂中学校の問題点の解消 

仮に、令和 13 年度から新しい中学校に移転したとしても、それまでの間、子どもたちは現

中学校に通学します。 

 

一方で、現高千穂中学校は、造りが古いことや、老朽化などにより、多くの問題が生じてい

ます。子どもたちに、よい環境で学ばせてあげたいというのは、すべての住民に共通の思い

であると思います。 

 

現高千穂中学校に通学する子どもたちのために、現時点で問題のある箇所については、早急

に解消する必要があると考えます。 

 

以上を踏まえ、下記について、町長、および教育長にお伺いします。 

 

①移転場所についての再検討をするべきではないでしょうか。 

 

②新築する中学校の学級数について９クラスではなく６クラスで検討してはどうかと思う

が、いかがでしょうか。なお、９クラスではなく、６クラスで建設した際、事業費はどの程

度、低減できるのかお示しください。 

                 〈次頁に続く〉 
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③令和 16 年度までの間に不足することが予想される３クラスについて、高千穂高校の空き

教室の活用を検討してはどうかと思うが、いかがでしょうか。 

 

④ ③の高千穂高校の空き教室の活用が難しい場合、不足が予想される３クラスについて、

プレハブ校舎で対応してはどうかと思うが、いかがでしょうか。 

 

⑤ ③④とも難しい場合、不足が予想される３クラスについて、現在の中学校を継続して利

用してはどうかと思うが、いかがでしょうか。 

 

⑥現中学校の南校舎の３クラスについて、移転までの間の安全確保として、学校敷地内の安

全な場所に、プレハブ校舎を設置してはどうかと思うが、いかがでしょうか。 

 

⑦現中学校の改修が必要な箇所について、早急に対応するべきと考えるが、いかがでしょう

か。 
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順 質 問 者 件 名 質問相手 

 
5 
 

佐藤さつき 

議員 
1.乗り合いタクシーの検討について 

 

町長 

 

質 問 の 要 旨 

 高齢化率が 44％を超えている中、毎年、年齢的な事情により運転免許証を返納せざるを得

ない町民が以前より増加しています。また、逆に本来ならば、返納を考えなければいけない

状況にありながら、移動手段が不足しているため返納できない方々もいます。 

 日常生活において不可欠である移動手段の確保が、現状のふれあいバスのみでは過疎化、

広域化を補えなくなっているうえ、乗車客がいない便もあります。地域の課題に応じた解決

を図るため、ふれあいバスがカバーできない地域への以前から提言されてきた乗り合いタク

シーの実用化について、町長に伺います。 

  

 

 

順 質 問 者 件 名 質問相手 

 
5 
 

佐藤さつき 

議員 
2.高千穂中学校の危険防止対策について 

 

町長 

・ 

教育長 
質 問 の 要 旨 

 高千穂中学校の移転新築建設について次の点から伺います。 

○先日の宮崎日日新聞において、知事と町民の代表による意見交換会が行われ、現役の高千

穂中学校の生徒から、今の危険な状態を早急に解消して欲しいと切実な意見が出されたこと

が掲載されました。町長、教育長としてどのように思われましたか。 

 

○ 高千穂の湯跡地の整備関連費用について議会で承認して以来、予定通りに進んでいれ

ば、7年度中には旧温泉施設の解体工事が進み、現役の中学生が不安を抱えて中学校生活を

送ることが緩和されていたと思うと、私は、大人として残念でなりません。建設はいつから

始まるのですか。 

 

○ 移転新築が進まない中、古い校舎で不便を強いられながら中学校生活を送っている現役

の中学生の学習環境の整備は行われているのか、次の点について伺います。 

 

 ・旧校舎を利用する際、一部、後援会の協力で冷房が設置されたが、音楽室や吹奏楽の  

部活動室などはどうなっているのか。 

 

・Wi-Fiは常時使用可能か。 

 

・その他、以前提示した改善点はどのようになったのか。 
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順 質 問 者 件 名 質問相手 

 
5 
 

佐藤さつき 

議員 
3.国見ケ丘の景観改善について 

 

町長 

 

質 問 の 要 旨 

 近年、観光客の増加により国見ケ丘への観光客も増加しています。 

以前、国見ケ丘を整備することで、国見ケ丘へ観光客を分散して高千穂の滞在時間を延ばし

てはどうかと提言を行ったが、次の点について伺います。 

 

○ 鳥居のそばの老朽化した建物の再利用、または、清掃など今後の考えは。 

 

○ 民間の活用により観光売店の再開の考えは。 

 

○ 刈干切唄の看板が、何の詩かわからない観光客が多いため、もったいないので、メロデ

ィーが流れるようなサービスをしてはどうか。 
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順 質 問 者 件 名 質問相手 

 
6 
 

中島 早苗 

議員 
1.18歳までの医療費の無償化について 

 

町長 

 

質 問 の 要 旨 

子供医療費助成制度は、地方単独事業として全国の自治体で実施されております。しかし

住む地域によりサービスが違います。 

本町においては平成 27年から 0歳～15歳までの子どもを対象に医療費の全額を助成して 

おり子育て支援の大きな柱になっています。 

子供の医療費の無償化は、子供の医療費の負担を減らし、子育て世代には大変助かる制度  

です。子どもを病院に連れていきやすくなり、子供の健康を守ります。 

近年、国は市町村の助成内容（自己負担や所得税制限の有無等）を問わず、18歳未満まで

の子供医療費助成に係る減額調整措置を 2024 年廃止することとしました。このことから、

全国的に子供医療費助成の対象者を、高校生までに拡大する自治体が増えてきており、直近

の調査によると、全市町村の 7割が実施しています。 

 

そこで、 

１. ここ数年間の本町における子供医療費助成の対象者の数と医療費は。 

 

２. 宮崎県において子育て支援を高校生まで行っている自治体は。 

 

３. 国による減額調整措置とはどのような措置か。 

 

４. 本町において子ども医療費助成事業の対象を、18歳までに拡充することは出来ないか。 

 

以上４点について伺います。 
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順 質 問 者 件 名 質問相手 

 
7 
 

磯貝 助夫 

議員 
1.異常気象による本町への影響について 

 

町長 

 

質 問 の 要 旨 

 「今年の夏も暑かった。今後どうなるのか」町民の皆様の声を聞くと、多くの方が言われ

ます。地球温暖化に伴う異常気象は間違いなく年々激しさを増し、農作物、家畜への影響は

免れません。また、それに合わせてあらゆる分野での価格高騰により町民の生活にも大きな

影響を与えています。本町在住の方すべてに、何らかの形でこの気象は影響している事で 

しょう。 

今後もなお厳しくなる環境で、農畜産業を営む方々は、高齢化による作業率の低下、人手

不足などの問題を各地区で協議し、新たな取り組みを模索している状況であります。 

「スマート農業への取り組みを」と言っても、機械を操作する人員がいないのが現状では

ないでしょうか。それは、中山間地域等直接支払制度を利用できない地域だけでなく、利用

できる地域でも起きている問題です。 

１集落ごとから、地域集落での取り組みを後押しする町独自の施策を早急に考えなければ

なりません。そのためにも、まずは、各集落、各地区が考える農畜産業や、苦慮している事

などを掌握し、より良い環境づくりに反映させることが重要であると考えます。  

 

以上のことを踏まえ町長に質問します。  

１ 農畜産業への異常気象対策・支援強化をどのように考えているか。 

２ 農畜産業者の高齢化による作業率低下、人手不足解消の具体策は考えているか。 
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順 質 問 者 件 名 質問相手 

 
8 
 

佐藤 春男 

議員 
1.高千穂町ふるさと納税返礼品について 

 

町長 

 

質 問 の 要 旨 

 ふるさと納税の返礼品は、寄付額の 3 割以下と法律で定められています。この｢3 割ルー

ル｣は寄付金額に対する返礼品の価格の割合(返礼率)が 30％以下であることを意味します。

返礼率の計算法は下記の通りです。         

返礼率 ＝（返礼品の価値 ÷ 寄付金額）× 100       

ただし、この返礼率は、自治体が返礼品を調達する際の費用に基づいており、市場価格とは

異なる場合があります。そのため、市場価格を基準とした「還元率」で考えると、3割を超

えるお得な返礼品も存在することがあります。 

さて、高千穂町と、ふるさと納税日本一の｢M市｣と比較してみましょう。    

高千穂町 モモ 寄付金額 13,000円 500グラムの返礼品。返礼率 40%     

M市    モモ 寄付金額 18,000円 800グラムの返礼品。返礼率 47%  

  

高千穂町 サーロイン 寄付金額 28,000円 500グラムの返礼品。返礼率 35%    

M市   サーロイン 寄付金額 26,000円 800グラムの返礼品。返礼率 47% 

            

返礼率を M市と同等にすれば、肉質、味で日本一の称号を頂いた｢高千穂牛｣を返礼品として

選ばれる方は確実に増大すると考えますが、町長の考えを伺います。  

      

 

    

 

  

順 質 問 者 件 名 質問相手 

 
8 
 

佐藤 春男 

議員 
2.高千穂町が強力に推進している各種健康診断について 

 

町長 

 

質 問 の 要 旨 

 事業所での健康診断と町が強力に推進している、特定健診やがん検診等各種検診は 

町民にとって大変心強く安心生活につながる大切な事業だと確信しています。検診結果を基

に精密検査を受けて大事に至らなかった話を数多く聞きます。 

反面、検診を受けなかったり、せっかく受けて結果を認識しても精密検査を自ら受けてい

ない話もきかないわけでもありません。           

この事業を奨める上での課題を伺います。     
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順 質 問 者 件 名 質問相手 

 
8 
 

佐藤 春男 

議員 
3.高千穂町の経常収支比率について 

 

町長 

 

質 問 の 要 旨 

 高千穂町の経常収支比率について、過去 10年間の変化を基に、現状の認識と、今後の 

課題について伺います。        

    

 

         

 

 

 

 

 

 

 

        

順 質 問 者 件 名 質問相手 

 
8 

 

佐藤 春男 

議員 
4.町内、小中学校におけるいじめやハラスメント等について 

 

町長 

・ 

教育長 

 
質 問 の 要 旨 

 教職員による児童生徒に対しての性的犯罪行為が問題となっていました。また、いじめや

暴力行為も、未だに収まらない現状です。           

そこで、町内の小中学校ではそれに類似した案件はなかったか、又発生した場合遅滞なく

町の教育長、教育委員会へ報告されているのか伺います。    

小中学校及び高校との情報共有はされているか伺います。      

          

 

   

 

      

 

 

 

 

 

 

 

        

 


